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平成26年度、上豊内区で「こうさんも
ん元気活動」推進事業のモデル事業「ふ
るさと再発見地図づくり」を実施しまし
た。同27年度から同事業は対象を全行

政区に広げ、住民の知恵や工夫を生かし
て地域が元気になる活動を、地域の活性
化および地域力の向上を目指して、行政
も協力しながら実施します。

●
地
域
で
で
き
る
こ
と
か
ら

　
考
え
る
「
元
気
活
動
」

　「
こ
う
さ
ん
も
ん
元
気
活
動
」

推
進
事
業
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
や
地
域
力
の
向
上

を
目
的
に
、
地
域
住
民
の
知
恵
や

工
夫
を
生
か
し
た
地
域
が
元
気
に

な
る
活
動
を
町
職
員
（「
元
気
活

動
サ
ポ
ー
タ
ー
」）
が
支
援
し
な

が
ら
実
施
す
る
事
業
で
す
。

　
地
域
の
高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま

で
多
く
の
人
が
地
域
活
動
に
気
軽

に
参
加
で
き
る
機
会
を
増
や
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を

目
指
し
ま
す
。

●
内
外
に
楽
し
み
な
が
ら
発
信

　
地
域
で
の
世
代
間
交
流

　
平
成
26
年
度
に
は
、
同
事
業
の

モ
デ
ル
と
し
て
上
豊
内
区
（
赤
星

照
雄
区
長
99
世
帯
）
が
「
ふ
る
さ

と
再
発
見
地
図
づ
く
り
」
を
実
施
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
し

住
民
の
絆
（
き
ず
な
）
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
上
豊
内
の

美
し
い
景
観
や
地
域
に
数
多
く
残

る
名
所
や
史
跡
な
ど
を
紹
介
す
る

地
図
を
、
地
域
の
幅
広
い
世
代
が

参
加
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

　
そ
の
地
図
を
基
に
し
て
上
豊
内

の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
発
信

す
る
た
め
に
、
上
豊
内
区
全
体
を

住民の知恵と工夫を生かして地域を元気に

平成27年度から「こうさんもん元気活動」推進事業がスタート

住んでいる人が

住み続けられる元気

見
渡
せ
る
マ
ッ
プ
を
掲
載
し
た
立

て
看
板
や
名
所
ス
ポ
ッ
ト
の
案
内

看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

●
地
域
で
守
っ
て
い
き
た
い
も
の

　
子
ど
も
た
ち
へ
残
し
た
い
も
の

　
２
月
28
日
（
土
）
に
は
、「
上

豊
内
お
散
歩
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
で
史
跡
を

巡
る
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
開
催
。

地
域
住
民
や
町
内
外
か
ら
の
参
加

者
約
60
人
が
早
春
の
上
豊
内
を
巡

り
、
地
域
の
宝
で
あ
る
史
跡
な
ど

を
訪
れ
て
交
流
し
ま
し
た
。

●
気
軽
に
楽
し
く
元
気
活
動
を

　
一
緒
に
考
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー

　「
元
気
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の

２
人
は
、
地
図
の
打
ち
合
わ
せ
会

で
は
、
地
区
住
民
の
話
し
合
い
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
で
は
、
地
区
の
住
民
と

共
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た

り
と
地
域
の
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を

行
い
ま
し
た
。

●
地
域
の
元
気
の
き
っ
か
け
づ
く
り

　
今
か
ら
始
め
る
地
域
の
笑
顔

　
平
成
27
年
度
か
ら
町
で
は
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

に
、「
こ
う
さ
ん
も
ん
元
気
活

動
」
推
進
事
業
を
本
格
的
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
各
行
政
区
で
取
り
組
む
「
元
気

活
動
」
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
町

職
員
を
各
区
に
２
人
配
置
し
ま
す
。

地
域
の
現
状
や
課
題
を
話
し
合
い
、

地
域
の
元
気
を
将
来
に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
に
み
ん
な
で
楽
し
み
な

が
ら
は
ぐ
く
み
ま
し
ょ
う
。

サポーターに元気活動に来て
もらい、住民とコミュニケー
ションを取ってくれたことが
良かったです。住民とサポー
ターの交流が深まり活動も楽
しく進められました。住民の
役場への意識が変わり、行政
との距離も縮まったようです。

上豊内区 区長

赤星照雄さん

地
域
の
今
と
未
来
を
話
し
合
い

元
気
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
暮
ら
し
を

　元気活動に参加して、上豊

内区の歴史や名所を知ること

ができ、地域の皆さんに笑顔

で気軽に接していただいて、

まるで上豊内区の住民になれ

たようでうれしかったです。

今後も地域で元気活動に継続

して取り組まれて、地域力向

上につながるように町職員と

して支援していきます。

元気サポーター

宮内祥子さん



5 4Public Relations KOSA
April 2015

Public Relations KOSA
April 2015

心豊かに暮らせる地域の元気と未来を共にサポート

●
地
域
の
元
気
の
種
を
一
緒
に

　
育
て
る
サ
ポ
ー
タ
ー

　「
元
気
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と

は
、
各
行
政
区
が
抱
え
る
現
状
や

課
題
、
将
来
の
姿
を
話
し
合
い
、

自
分
た
ち
の
地
域
は
ど
の
よ
う
な

元
気
活
動
が
で
き
る
か
を
、
地
域

住
民
と
一
緒
に
話
し
合
っ
た
り
、

活
動
に
向
け
た
助
言
な
ど
を
し
た

り
し
ま
す
。
活
動
内
容
が
決
ま
っ

た
行
政
区
で
は
、
活
動
内
容
の
決

定
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

●
知
恵
を
出
し
合
い
、
工
夫
を

　
凝
ら
す
地
域
の
交
流

　「
こ
う
さ
ん
も
ん
元
気
活
動
」

の
対
象
と
な
る
の
は
、
住
民
の
知

恵
と
工
夫
を
生
か
し
た
地
域
が
元

気
に
な
る
活
動
で
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の

で
す
。

　
新
し
い
活
動
を
始
め
る
こ
と
も
、

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
を
拡

充
し
て
継
続
す
る
こ
と
も
ど
ち
ら

で
も
活
動
テ
ー
マ
と
し
て
選
べ
ま

す
が
、
よ
り
多
く
の
地
域
住
民
が

参
加
で
き
る
か
ど
う
か
、
高
齢
者

か
ら
子
ど
も
ま
で
の
世
代
間
交
流

が
図
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
事
業

と
し
て
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
来
年
以
降
も
継
続
し
て
、

地
域
の
活
性
化
や
地
域
力
向
上
が

図
ら
れ
る
か
と
い
う
点
も
大
切
で

す
。

●
元
気
活
動
に
取
り
組
む
行
政
区

　
に
は
活
動
事
業
を
サ
ポ
ー
ト

　
元
気
活
動
に
当
た
っ
て
、
各
区

２
人
ず
つ
町
職
員
が
話
し
合
い
な

ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
元

気
活
動
と
し
て
事
業
計
画
を
策
定

し
、
事
業
と
し
て
採
択
さ
れ
た
場

合
、
元
気
活
動
推
進
事
業
補
助
金

（
上
限
10
万
円
）
が
補
助
さ
れ
ま

す
。
こ
の
２
つ
を
活
用
し
て
地
域

の
元
気
づ
く
り
の
活
動
を
地
域
住

民
の
力
で
作
り
出
す
こ
と
が
、
こ

の
事
業
の
１
番
基
本
と
な
る
と
こ

ろ
で
す
。

　「
こ
う
さ
ん
も
ん
元
気
活
動
」

推
進
事
業
に
よ
っ
て
、
地
域
間
交

流
の
活
性
化
を
図
り
、
高
齢
者
か

ら
子
ど
も
ま
で
が
一
緒
に
な
っ
て

地
域
に
残
る
宝
を
守
る
た
め
に
考

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
た
く
さ
ん
の
人
が
気
軽
に
参
加

で
き
る
機
会
を
増
や
し
て
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
は
ぐ
く
み
、
地
域

の
力
で
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
継

続
す
る
こ
と
が
明
る
い
未
来
を
作

り
ま
す
。

行政の支援とサポーターの役割 元気活動の主なテーマ

Ａ区

新規拡充で
活動

Ｂ区

大きく活動

Ｃ区

補助金なしで
活動

Ｄ区

活動できない

元気活動サポーターの活動

●地域が元気になる活動を一

　緒に考える。

●事業の内容を教えてほしい。

●元気活動に関して、アドバ

　イスにのってほしい。

●ほかの地域の活動について、

　教えてほしい。

●元気活動以外のことを手

　伝ってほしい。

●仕事中に手伝いに来てほし

　い。

●区の仕事を手伝ってほしい

●元気活動でどんなことをす

　るのか、決めてほしい。

元気活動サポーターのできること・できないこと
できる できない

▲

お問い合わせ先

　町企画課

　 TEL０９６‐２３４‐１１５４
　（内線２３１）

　klg104@town.kosa.lg.jp

祭り、イベント、文化、

自主防災など

特産品、地産地消、

伝統芸能など

子育て支援、世代間

交流、見守り、遊び、

健康づくり

移住・定住、地域め

ぐり、交流会など

元気活動補助金

●１行政区当たり

上限額

10万円

元気活動サポーター

●１行政区に

　２人程度配置

　（町職員）

●区で取り組む

　元気活動事業

　へのアドバイ

　スや支援

平成27年度から「こうさんもん元気活動」事業がスタート

自分たちの暮らす地域の現状や課題、将
来に向けた元気について話し合い、地域
全体で元気になる活動に取り組む行政区

について、町は一緒になって知恵と工夫
をこらす「元気活動サポーター」と「元
気活動推進事業補助金」でサポートします。

調べ学習、地図、看

板づくりなど

交流促進 地域活性

子育て 地域間交流

ふるさと再発見

甲佐町を元気に！地域の力を高めよう！

こうさんもん元気活動補助金を活用できます。

地域コミュニティの活性化や地域力の向上、職員の資質向上のため

各行政区ごとに元気活動サポーターを配置します。地域の話し合い

に参加したり、活動に向けたアドバイスなどを行います。

元気活動の ＰＲ・説明・ アドバイスで サポート

上豊内区

井上博昭さん

　区のみんなで作った地

図や看板を見るととても

うれしくなります。サ

ポーターの２人もとても

気さくで、楽しく活動が

できました。これからも

新しい活動を区で考えて

挑戦したいです。

元気サポーター

佐藤大治さん

　上豊内区の皆さんと一

緒に活動してだんだんと

距離が縮まっていき、皆

さんで話し合ったものが

形になっていくのがとて

もうれしかったです。こ

れからも新しい出会いが

増えるような、地区全体

が元気になる活動を全力

でサポートします。
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
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、

　
　
60
億
２，

０
５
５
万
８，

０
０
０
円
を
計
上



甲
佐
中
学
校
整
備
事
業
終
了
に
よ
る
減
額
で

　
　
全
体
で
は
前
年
度
対
比
で
４
・
４
㌫
の
減
額

　
本
町
の
平
成
27
年
度
当
初
予
算

が
、
町
議
会
３
月
定
例
会
で
成
立

し
ま
し
た
。
今
年
度
の
一
般
会
計

予
算
は
、
歳
入
・
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

60
億
２，

０
５
５
万
８，

０
０
０

円
と
な
り
、
前
年
度
対
比
で
４
・

４
㌫
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
面
で
は
、
農
村
地
域
防
災

減
災
事
業
、
地
域
営
農
組
織
法
人

化
支
援
事
業
な
ど
の
新
規
事
業
に

よ
り
農
林
水
産
業
費
が
増
額
し
て

い
る
も
の
の
、
甲
佐
中
学
校
整
備

事
業
が
完
了
し
た
た
め
教
育
費
が

大
幅
に
減
額
し
歳
出
総
額
は
２
億

７，

９
８
５
万
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。

　
歳
入
面
で
は
、
町
の
自
主
財
源

で
あ
る
町
税
は
増
収
を
見
込
ん
で

い
る
も
の
の
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
や
介
護
保
険
特
別
会
計
へ

の
繰
出
金
の
増
加
、
ま
た
、
社
会

保
障
・
税
番
号
制
度
に
対
応
す
る

た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
な
ど
の

物
件
費
の
増
加
に
よ
り
財
源
不
足

が
生
じ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
「
第
２
次
甲
佐
町
行
財

政
改
革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
経
費

の
削
減
な
ど
を
図
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
不
足
す
る
財
源
を
補
て

ん
す
る
た
め
、
財
政
調
整
基
金

（
町
の
預
金
）
を
取
り
崩
す
こ
と

で
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
新
規
事
業
は
、
子
育
て
支

援
短
期
利
用
事
業
や
幼
稚
園
型
一

時
預
か
り
事
業
、
二
次
健
診
事
業

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

予
算
と
事
業

平成27年度

平成27年度当初予算一覧

 【歳入項目の説明】

 【歳出項目の説明】

《自主財源》

●町税　町民の皆さんに納めてもらった町民税

や、会社の法人税など

●繰入金　積み立てておいた基金（預金）を取

り崩して受け入れたもの

●分担金および負担金　町が行う特定の事業に

よって利益を受ける人から徴収されるもの

●その他　町の施設の使用料や証明書の発行手

数料、預金利子や前年からの繰越金など

《依存財源》

●地方交付税　どの市町村でも、ある一定の住

民サービスができるように、それぞれの市町

村の実情に応じて国から交付されるもの

●国庫支出金　事業を行うための国からの負担

金や補助金

●町債　道路や小・中学校などの社会資本を整

備するための借金

●県支出金　事業を行うための県からの負担金

や補助金

●その他　国から配分される地方譲与税やゴル

フ場利用税などの各種交付金

●民生費　高齢者福祉、児童福祉、または障が

い者福祉など、町が行う福祉事業全般にかか

る経費

●土木費　町道、河川維持や整備にかかる経費

●公債費　町の借金である町債を返済するため

の経費

●総務費　町全体の運営に関する経費や、財産

の管理にかかる経費

●教育費　小・中学校の義務教育にかかる経費

や、公民館活動・保健体育活動などの社会教

育にかかる経費

●衛生費　町民の健康のための経費や、ごみ、

し尿などの処理にかかる経費

●消防費　消防組合・消防団の運営にかかる経

費や、防災にかかる経費

●農林水産業費　農林業振興のための経費や、

農道などの維持や整備にかかる経費

●議会費　町議会の開催や運営にかかる経費

●商工費　商工業振興や観光対策にかかる経費

●予備費・災害復旧費・諸支出金　風水害や台

風による災害の復旧のための経費など

一般会計歳出総額

60億2,056万円

一般会計歳入総額

60億2,056万円

平成27年度予算と事業

歳
入

歳
出

会計 項目 予算額

一
般
会
計

歳入 60億2,055万8,000円

歳出 60億2,055万8,000円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 19億5,416万3,000円

介護保険特別会計 13億9,072万円

後期高齢者医療特別会計 1億3,731万3,000円

計 34億8,219万6,000円

上
水
道
事
業

収益的収入

および支出

事 業 収 益 1億5,136万3,000円

事 業 支 出 1億5,136万3,000円

資本的収入

および支出

資本的収入 2億4,000万1,000円

資本的支出 3億404万5,000円

繰入金
4億7,217万円
7.8%

その他
1億4,596万円

国庫支出金
10億5,348万円

町債
4億8,880万円

県支出金
6億6,667万円

その他
2億380万円
3.4%

2.4%25.8%

74.2%
17.5%

11.1%

8.1%

自主
　 財源

依存財源

分担金及び
負担金
1億1,100万円

町税
8億2,868万円
13.8%

地方交付税
20億5,000万円
34.1%

1.8%

民生費
18億8,067万円
31.2%

土木費
8億9,102万円
14.8%

教育費
4億3,625万円
7.2%

公債費
7億5,776万円
12.6%

総務費
7億7,332万円
12.8%

衛生費
6億584万円
10.1%

消防費
2億4,231万円
4.0%

議会費
8,863万円
1.5%

商工費
3,453万円　0.6%

予備費など
1,001万円　0.2%

農林水産業費
3億22万円
5.0%
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平成27年度当初予算の主な事業

平成27年度予算と事業

民生費　18億8,067万円（31.2㌫）

高齢者福祉、児童福祉、または障がい者福祉など、町が
行う福祉事業全般にかかる経費

・私立保育所保育の実施費：4億8,292万円
　私立保育所運営経費のうち、町が補助する経費
・障がい者支援費等扶助費：3億7,867万円
　障がい者の自立・生活支援に使われるお金のうち、町
　が払わなければならない経費
・後期高齢者医療費：2億4,728万円
　後期高齢者医療費で使われるお金のうち、町が払わな
　ければならない経費
・介護保険特別会計繰出金：2億794万円
　介護保険に使われるお金のうち、町が払わなければな
　らない経費
・児童手当給付費：1億8,605万円
　中学校３年生までの子どもに児童手当を給付する経費

土木費　8億9,102万円（14.8㌫）

町道や河川の維持・整備や町営住宅の管理にかかる経費

・町道改良舗装事業：5億9,620万円
　町道を作ったり、改良・舗装したりするための経費
・町道の維持管理費用：4,389万円
　町道の補修管理にかかる経費
・町営住宅管理費用：1億8,332万円
　町営住宅、定住促進住宅の維持管理・改修にかかる経費

総務費　7億7,332万円（12.8㌫）

町全体の運営や、財産管理などにかかる経費

・町有財産管理費：5,382万円
　公有財産の管理などにかかる経費
・選挙費：2,583万円
　各種選挙や選挙管理委員会などにかかる経費
・定住促進助成金：1,811万円
　若者の定住を図るために助成する経費

公債費　7億5,776万円（12.6㌫）

町の借金である町債を返済するための経費

衛生費　6億584万円（10.1㌫）

町民の健康のための経費や、ごみなどの処理にかかる経費

・ごみ・し尿処理組合負担金：1億9,934万円
　ごみ・し尿の処理のために町が負担する経費
・国民健康保険特別会計繰出金：１億2,018万円
　国民健康保険で使われるお金のうち、町が払わなけれ
　ばならない経費
・各種保健事業：5,385万円
　妊婦健診などの母子保健やがん検診、各種予防接種な
　どにかかる経費

・浄化槽設置整備事業：4,344万円
　合併処理浄化槽設置補助にかかる経費
・子ども医療費助成事業：3,822万円
　中学校３年生までの子どもの医療費無償化にかかる経費

教育費　4億3,625万円（7.2㌫）

小・中学校の義務教育や、公民館活動・保健体育活動な
どの社会教育にかかる経費

・小・中学校管理事業：8,169万円
　小学校および中学校を管理するための経費
・中学校建設事業費：1,950万円
　甲佐中学校体育館などの太陽光発電施設設置などにか
　かる経費
・龍野小学校校舎増築事業：1,926万円
　龍野小学校校舎の増築にかかる経費
・宮内地区社会教育センター改修事業：7,100万円
　宮内地区社会教育センターの改修にかかる経費
・生涯学習センター事業費：810万円
図書室の管理運営や文化事業などにかかる経費

農林水産業費　3億22万円（5.0㌫）

農林業振興や、農道などの維持や整備にかかる経費

・農村地域防災減災事業：3,550万円
　ハザードマップ作製にかかる経費
・青年就農給付金：1,950万円
　新規青年就農者に対する給付金

消防費　2億4,231万円（4.0㌫）

消防組合・消防団の運営や、防災にかかる経費

・上益城消防組合負担金：1億6,609万円
　上益城消防署の運営・庁舎建て替えにかかる経費のう
　ち、町が負担する経費
・消防施設整備：2,979万円
　消火活動に必要な防火水槽の設置や消防ポンプ車の配
　置にかかる経費

議会費　8,863万円（1.5㌫）

町議会の開催や運営にかかる経費

商工費　3,453万円（0.6㌫）

商工業振興や観光対策にかかる経費

・観光協会補助金：700万円
　あゆまつりや甲佐町観光協会に町が補助する経費
・商工会補助金：600万円
　甲佐町商工会に町が補助する経費

予備費・災害復旧費など　1,001万円（0.2㌫）

予備費および災害復旧などにかかる経費

i お 知 ら せ

●
郡
内
で
も
初
め
て
の
農
事
組
合

　
法
人
２
団
体
が
設
立

　
３
月
15
日
（
日
）
農
事
組
合
法

人
「
や
ま
い
で
」（
上
村
敦
之
組

合
長
39
人
）
が
、
３
月
21
日

（
土
）
農
事
組
合
法
人
「
津
志

田
」（
北
林
誠
楠
組
合
長
69
人
）

が
設
立
総
会
を
開
催
し
、
郡
内
で

も
初
と
な
る
２
つ
の
新
し
い
農
事

組
合
法
人
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
農
事
組
合
法
人
と
は
、
農
業
の

協
業
化
と
農
地
を
適
性
に
管
理
す

る
た
め
の
法
人
組
織
。
米
価
格
の

低
下
な
ど
に
よ
り
個
人
経
営
が
困

難
な
状
況
で
農
業
離
れ
や
農
地
の

遊
休
化
が
深
刻
化
す
る
状
況
を
解

決
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
る
も
の

で
す
。
経
営
の
効
率
化
を
図
り
地

域
内
の
雇
用
の
場
の
確
保
や
地
域

の
活
力
を
維
持
・
向
上
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
発
足
。「
地
域
の

の
農
地
は
、
地
域
で
守
る
」
を
合

言
葉
に
、
農
地
の
管
理
や
農
業
施

設
を
共
同
で
管
理
し
て
い
き
ま
す
。

　
両
組
合
長
と
も
「
高
齢
化
が
進

む
中
、
安
定
的
に
集
落
の
農
業
を

守
る
た
め
に
、
法
人
組
織
を
立
ち

上
げ
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
産
業
振
興
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
７
６

　（
内
線
１
５
７
）

　
klg2

0
6
@
tow
n.kosa.lg.jp

町内初の農事組合法人２団体が設立

農事組合法人「やまいで」、農事組合法人「津志田」が発足

▼

３
月
15
日
（
日
）
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
て
発
足
し
た
農
事
組
合
法
人
「
や
ま
い
で
」

▲農事組合法人「津志田」の北林組合長があいさつ

▲農事組合法人「津志田」の組合員の皆さん
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３
月
２
日
（
月
）
仁
田
子
公
民
館

で
、「
仁
田
子
ふ
れ
あ
い
会
」
の
ひ

な
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
仁
田
子
区
（
髙
濱
有
一

区
長
１
６
５
世
帯
）
の
公
民
館
活
動

の
一
環
と
し
て
活
動
。
同
区
の
高
齢

者
約
40
人
が
参
加
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ひ
な
祭
り
で
は
、
甲
佐
保
育
園

（
永
野
義
人
園
長
86
人
）
の
園
児
た

ち
約
30
人
が
訪
れ
、
歌
や
踊
り
を
発

表
。
舞
台
に
立
つ
園
児
た
ち
の
一
生

懸
命
な
姿
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
、

発
表
の
後
に
は
、
に
ら
め
っ
こ
や
手

遊
び
な
ど
で
交
流
し
、
会
場
は
楽
し

い
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
手
作

り
の
ち
ら
し
寿
司
な
ど
も
振
る
舞
わ

れ
、
季
節
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　３月８日（日）乙女小学校を発着とする甲

佐町ウォーキング教室が開催されました。

　町民の健康増進と体力つくりを目的として、

町と町教育委員会が主催。講師に県立総合体

育館スポーツ推進課専門員の平田彰臣さんを

迎え、ウォーキングのポイントなどを確認し、

同小を出発。田口橋手前から河川敷を通り、

津志田河川自然公園まで回る約６㌔のコース

を参加者31人は春の陽気の下で歩きました。

　コース途中の「津志田なまず塚」では民話を

聞くなど、郷土に触れる時間も楽しみました。

　３月18日（水）熊本市で、くまもと里モンプ

ロジェクト顕彰の表彰式が開催され、町内３団体

が「くまもと里モン賞」を受賞しました。

　同プロジェクトは、県内各地の里山の美しさを

県民自らが育て発信し地域コミュニティの活性化

を図ることを目的に、県が主催。県内の189団体

が平成26年度は事業に取り組み、表彰式では30

団体が受賞しました。

　町内で同賞を受賞した３団体は、上豊内区、青

空市場運営委員会、パワフル母ちゃん。上豊内区

（赤星照雄区長）は、住民の絆（きずな）を深め

地域コミュニティの強化を図るために、地区の魅

力を再発見する地図づくりに取り組みました。青

空市場運営委員会（堀住キミ子会長）は、地域の

資源を掘り起こし、本町の農山村の素晴らしさを

発信するイベント開催などＰＲ活動に取り組みま

した。パワフル母ちゃん（栗林尚子会長）は、特

産品の開発や高齢化が進行する宮内地区で配食

サービスを行うことで安否確認、雇用の創出など

を図る活動に取り組みました。

誰もが輝く人権のまちづくり
平成26年度甲佐町人権教育講演会

保育園児と楽しいひな祭り
３月２日（月）仁田子区でひなまつり

自然の中で健康づくり　
３月８日（日）甲佐町ウォーキング教室

▼参加者に同和問題に対する思いを訴える南関町教育委員会教育長の大里さん

▲ウォーキングのポイントを意識して歩く参加者たち

▼

園
児
た
ち
と
の
手
遊
び
で
笑
顔
を
み
せ
る
参
加
者
た
ち

　
３
月
９
日
（
月
）・
10
日
（
火
）

岩
下
・
緑
町
の
市
街
地
ほ
か
で
、
第

３
４
７
回
甲
佐
初
市
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
春
の
伝
統
の
祭
り
は
、
甲
佐
町
商

工
会
（
中
村
幸
男
会
長
）
が
主
催
。

会
場
に
は
、
苗
木
や
花
苗
な
ど
を
扱

う
店
が
並
ん
だ
ほ
か
、
商
店
街
に
よ

る
イ
ワ
シ
の
大
安
売
り
、
商
工
会
青

年
部
に
よ
る
つ
き
た
て
の
も
ち
販
売

や
ラ
ム
ネ
の
早
飲
み
大
会
な
ど
を
開

催
。
甲
佐
名
物
「
五
郎
飴
（
あ
め
）」

の
店
先
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
多
く
の
人
が
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
甲
佐
町
文
化
協
会
（
村
上

邦
夫
会
長
）
に
よ
る
作
品
展
示
、
こ

ど
も
相
撲
大
会
な
ど
も
行
わ
れ
、
会

場
は
大
き
な
歓
声
で
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

春を感じる伝統の祭り　 
第347回甲佐初市

▼

苗
木
や
花
苗
な
ど
の
店
が
並
び
に
ぎ
わ
っ
た
市
街
地 　

２
月
28
日
（
土
）
町
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
26
年
度
甲
佐

町
人
権
教
育
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、

住
民
な
ど
約
１
５
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
住
民
な
ど
に
同
和
問
題
や
人
権

問
題
に
対
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と

の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
を
目
的

に
、
甲
佐
町
人
権
教
育
推
進
協
議

会
（
赤
星
眞
照
会
長
）
が
主
催
。

講
師
の
南
関
町
教
育
委
員
会
教
育

長
の
大
里
耕
守
さ
ん
が
「
差
別
を

な
く
し
、
誰
も
が
輝
く
人
権
の
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー

マ
に
講
話
し
ま
し
た
。

　
大
里
さ
ん
は
「
自
尊
感
情
は
、

自
分
自
身
を
大
切
に
す
る
こ
と
で

相
手
を
思
い
や
る
心
が

生
ま
れ
ま
す
。
分
か
り

合
う
心
が
人
と
の
つ
な

が
り
を
強
め
、
人
権
へ

の
考
え
も
強
ま
り
ま

す
」
と
熱
弁
。「
差
別
は

無
知
か
ら
生
ま
れ
る
と

も
言
い
ま
す
。
人
権
や

同
和
教
育
を
推
進
し
て
、

み
ん
な
が
輝
く
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
経
験
を

元
に
話
を
さ
れ
た
言
葉

が
強
く
心
に
残
り
ま
し

た
。
人
権
意
識
の
向
上

に
努
め
た
い
で
す
」
と

を
述
べ
ま
し
た
。

　３月21日（土）町農業研修センター「ろ

くじ館」でファミリーサポートセンター交流

会が開催され、約30人が参加しました。

　同交流会は、子どもを預かりたい人と子ど

もを預けたい人との交流を図り子育てをしや

すい環境を作ることを目的に、同センターが

実施。御船町のＮＰＯ法人ふるさと共有の梶

本玉子さんが絵本の読み聞かせや親子で遊べ

る手遊びなどを紹介し楽しく交流しました。

　参加者は、「普段できない遊びや会員さん

との交流で楽しかったです」と話しました。

地域で支える子育て交流
ファミリーサポートセンター交流会を開催

▲手遊びや絵本の読み聞かせなどを行った交流会

里山の素晴らしさを守ろう
町内３団体が「くまもと里モン賞」を受賞

▲「くまもと里モン賞」を受賞した町内３団体。上豊内区（写真前列）、
パワフル母ちゃん（後列左）、青空市場運営委員会（後列右）
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男
女
共
同
参
画

町総務課　TEL096－234－1140（内線223）　klg202@town.kosa.lg.jp

■
「
イ
ク
メ
ン
」
な
ど
の
皆
さ
ん
を

　
ご
紹
介

　
共
働
き
家
庭
な
ど
の
増
加
で
、
家
事

や
子
育
て
に
積
極
的
に
参
加
す
る
男
性

が
増
え
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
家

事
男
（
カ
ジ
ダ
ン
）」、「
育
爺
（
イ
ク

ジ
イ
）」、「
イ
ク
メ
ン
」
の
皆
さ
ん
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

■
子
ど
も
と
触
れ
合
う
時
間
を
大
切

　
に
過
ご
し
た
い

　
結
婚
６
年
目
、
４
歳
と
２
歳
の
女
の

子
２
人
の
父
親
で
す
。
我
が
家
は
夫
婦

共
働
き
の
家
庭
で
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
こ
と
が
妻
に
任
せ
っ
き

り
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
帰
っ
て
か
ら

の
お
風
呂
と
寝
か
し
つ
け
る
役
目
は
、

唯
一
子
ど
も
と
向
き
合
え
る
時
間
だ
と

思
っ
て
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
お
互
い

働
い
て
い
る
の
で
、
子
ど
も
と
の
時
間

も
大
切
に
し
な
が
ら
妻
と
の
時
間
も
大

切
に
し
た
い
た
め
、
夫
婦
で
子
育
て
を

や
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
か
な
か
子
ど
も
と
の
時
間
を
作
る
こ

と
が
出
来
て
い
な
い
と
思
う
の
で
、
休

み
の
日
は
で
き
る
だ
け
子
ど
も
と
遊
ん

で
あ
げ
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
１
人
目
の
子
が
産
ま
れ
て
か
ら
、
妻

は
仕
事
を
辞
め
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年

か
ら
ま
た
働
き
だ
し
ま
し
た
。
休
日
出

勤
の
場
合
も
あ
る
た
め
、
私
が
１
人
で

子
供
の
面
倒
を
見
る
こ
と
も
増
え
、
妻

の
偉
大
さ
を
身
に
し
み
て
感
じ
て
い
る

こ
の
頃
で
す
。

　
お
互
い
に
助
け
合
い
、
家
庭
円
満
で

い
ら
れ
る
よ
う
に
お
互
い
を
尊
重
し
な

が
ら
子
育
て
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（
Ｔ
・
Ｏ
）

■
家
事
や
子
育
て
に
奮
闘
す
る
様
子

　
を
ご
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い

　
男
性
の
皆
さ
ん
方
が
日
ご
ろ
の
家
事

や
子
育
て
に
奮
闘
さ
れ
て
い
る
様
子
を

ぜ
ひ
ご
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※�

応
募
す
る
際
は
、
写
真
お
よ
び
子
育

て
に
つ
い
て
の
意
見
な
ど
を
町
総
務

課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

家事や子育てに奮闘する
男 性 を ご 紹 介 ⑪

子 ど も た ち と 妻 と の 時 間 を 大 切 に

国
民
健
康
保
険

町住民生活課　TEL096－234－１１１３（ 内線１０６）　klg204@town.kosa.lg.jp

■
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

　
交
換
は
お
済
み
で
す
か

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

で
、
ま
だ
平
成
27
年
度
の
被
保
険
者
証

（
薄
い
青
色
）
に
交
換
し
て
い
な
い
人

は
、
古
い
被
保
険
者
証
（
薄
い
桃
色
）

を
お
持
ち
に
な
り
、
町
住
民
生
活
課
で

交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

　
世
帯
に
国
保
加
入
者
が
複
数
い
る
場

合
は
、
加
入
者
全
員
の
被
保
険
者
証
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
や
む
を
得

な
い
理
由
で
別
世
帯
の
代
理
人
に
切
り

替
え
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。

■
就
職
な
ど
で
資
格
の
異
動
が
あ

　
る
と
き
は
、
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

��

●
就
職
し
た
と
き
は

　
就
職
で
ほ
か
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
と
き
や
、
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に

認
定
さ
れ
た
と
き
は
、
国
保
の
資
格
喪

失
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

��

●
退
職
し
た
と
き
は

　
退
職
し
て
健
康
保
険
の
資
格
を
喪
失

し
た
と
き
や
、
健
康
保
険
の
任
意
継
続

を
喪
失
し
た
と
き
、
健
康
保
険
の
被
扶

養
者
か
ら
外
れ
た
と
き
は
、
国
保
の
資

格
取
得
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
手
続
き
な
ど
の
詳
し
い
こ
と
は
町
住

民
生
活
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
４
月
か
ら
「
子
ど
も
医
療
費

　
助
成
」
手
続
き
は
福
祉
課
へ

　
今
ま
で
住
民
生
活
課
で
行
な
っ
て
い

た
子
ど
も
医
療
費
に
関
す
る
手
続
き
の

窓
口
が
、
４
月
か
ら
福
祉
課
に
変
わ
り

ま
し
た
。

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
関
す
る
手
続

き
は
、
福
祉
課
に
お
願
い
し
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

　
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　（
内
線
１
０
６
）

　
k

lg
2
0
4
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

・
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

　
町
福
祉
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
４

　（
内
線
１
４
４
）

町住民生活課で交換または手続きをしてください

国民健康保険被保険者
証の交換はお早めに

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

町住民生活課　TEL096-234-1113（内線105）　klg204@town.kosa.lg.jp

■
平
成
27
年
度
の
保
険
料
率
は
平
成

　
26
年
度
と
同
一
に
な
り
ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
２
年
ご

と
に
見
直
さ
れ
、
平
成
27
年
度
の
保
険

料
率
は
同
26
年
度
と
同
一
で
す
。

●
平
成
27
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
料
率

▼
均
等
割
額　

年
額
４
７，

９
０
０
円

▼
所
得
割
率
　
９
・
26
㌫

　
１
人
当
た
り
の
年
間
保
険
料
額
は
、

「
均
等
割
額
＋
所
得
割
額
（
基
礎
控
除

後
の
総
所
得
金
額
×
９
・
26
㌫
）」
で
、

上
限
額
は
57
万
円
で
す
。

※
算
定
方
法
は
、
県
内
市
町
村
で
全
て

　
同
じ
で
す
。

■
保
険
料
軽
減
対
象
者
が
拡
大
し
ま
す

　
平
成
27
年
度
の
保
険
料
軽
減
対
象
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
う
ち
、
均

等
割
額
の
５
割
軽
減
と
２
割
軽
減
の
対

象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

●�

均
等
割
額
の
軽
減
（
被
保
険
者
と
世
帯

主
の
総
所
得
金
額
で
計
算
）

▼
９
割
軽
減

　
基
礎
控
除
（
33
万
円
）
を
超
え
な
い

世
帯
で
、
被
保
険
者
全
員
が
年
金
収
入

80
万
円
以
下
（
そ
の
ほ
か
の
各
種
所
得

が
な
い
場
合
）

▼
８
・
５
割
軽
減

　
基
礎
控
除
（
33
万
円
）
を
超
え
な
い

世
帯

▼
５
割
軽
減

　
基
礎
控
除
（
33
万
円
）
＋
「
26
万
円

×
世
帯
の
被
保
険
者
数
」
を
超
え
な
い

世
帯
（
対
象
者
拡
大
）

▼
２
割
軽
減

　
基
礎
控
除
（
33
万
円
）
＋

｢

47
万

円
×
世
帯
の
被
保
険
者
数｣

を
超
え
な

い
世
帯
（
対
象
者
拡
大
）

●�

所
得
割
額
の
軽
減
（
被
保
険
者
の
総
所

得
金
額
で
計
算
）

▼
５
割
軽
減

　
被
保
険
者
の
総
所
得
金
額
な
ど
が

「
基
礎
控
除
（
33
万
円
）
＋
58
万
円
」

を
超
え
な
い
人

※�

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
資
格
を
得

た
日
の
前
日
ま
で
被
用
者
保
険
加
入

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
人
は
、
均
等

割
額
が
９
割
軽
減
さ
れ
、
所
得
割
額

は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

平成27年度後期高齢者
医 療 保 険 の お 知 ら せ

詳 し く は 町 住 民 生 活 課 に お た ず ね く だ さ い

■
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
仮
徴
収

　
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
し
た

　
今
月
か
ら
、
平
成
27
年
度
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
仮
徴
収
が
始
ま
り
ま
す
。

　
仮
徴
収
の
対
象
に
な
る
人
に
は
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
仮
徴
収
保
険
料
額

決
定
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
し
た
。
仮

徴
収
保
険
料
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
仮
徴
収
と
し
て
、
４
月
・
６
月
・
８

月
分
が
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
引

き
）
に
な
る
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◯�

平
成
26
年
度
の
保
険
料
が
年
金
支
給

月
か
ら
の
特
別
徴
収
だ
っ
た
人
で
、

平
成
27
年
２
月
に
支
給
さ
れ
た
年
金

か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
た
人

◯�

平
成
26
年
度
の
４
月
か
ら
９
月
に
資

格
を
取
得
し
、
平
成
26
年
度
の
保
険

料
が
普
通
徴
収
だ
っ
た
人

※�

仮
徴
収
と
な
る
人
の
保
険
料
は
、
平

成
27
年
度
所
得
が
確
定
し
た
後
の
７

月
に
本
算
定
が
行
わ
れ
て
保
険
料
額

が
決
定
す
る
た
め
、
７
月
に
「
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知

書
」
を
送
付
し
ま
す
。

■
健
康
診
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う

　
町
で
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
を
対

象
に
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
は
、
疾
病
の

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
ま

す
。
忘
れ
ず
に
受
診
し
て
、
自
分
の
体

と
健
康
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
い
日
程
な
ど
に
つ
い
て
は
、
町

住
民
生
活
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●�

健
診
で
受
け
ら
れ
る
検
査
項
目

　
問
診
・
身
体
測
定
・
血
圧
・
血
中
脂

質
検
査
・
肝
機
能
検
査
・
血
糖
検
査
・

尿
検
査
・
貧
血
検
査
・
心
電
図
検
査
な
ど

●�

自
己
負
担
額

　
８
０
０
円

※�

が
ん
検
診
・
結
核
検
査
を
併
せ
て
受

診
す
る
場
合
は
、
別
途
自
己
負
担
が

必
要
で
す
。

■
平
成
27
年
度
あ
ん
ま
・
は
り
・
　

　
き
ゅ
う
治
療
券
の
利
用
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
あ
ん
ま
・

は
り
・
き
ゅ
う
の
治
療
を
受
け
る
場
合

に
、
平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
）
ま
で

使
用
で
き
る
治
療
券(

１
人
当
た
り
１
，

０
０
０
円
の
５
枚)

を
利
用
で
き
ま
す
。

　
治
療
券
は
、
町
と
協
定
を
結
ん
で
い

る
施
術
院
で
使
用
で
き
ま
す
。
必
要
な

人
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

と
印
か
ん
を
お
持
ち
の
上
、
町
住
民
生

活
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間

　
４
月
１
日
（
水
）
〜
平
成
28
年
３
月

31
日
（
木
）

対象となる人には「後期高齢者医療仮徴収保険料額決定通知書」を送付しましたので、記載事項を必ずご確認ください。

　
k

lg
2
0
5
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp
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●公民館講座や町民大学などに関する

　お申し込み・お問い合わせ先

　町教育委員会公民館事務局

　TEL096-234-2447（内線321）

　klg110@town.kosa.lg.jp

●図書室の利用や、図書の検

　索・リクエストなどについ

　てのお問い合わせ先

　町生涯学習センター図書室

　TEL096-234-2447（内線331）

　klg110@town.kosa.lg.jp

図書室からのお知らせ

■本の入荷について

　図書室では、新刊本や話

題の本など、新しい本を入

荷しています。

　本のリクエストについて

も、図書室カウンターにて

受け付けています。皆さん

の読みたい本や気になる本

などがありましたら、お知

らせください。

　また、お探しの本などが

ありましたら、お気軽にカ

ウンターにご相談ください。

町生涯学習センター図書室のご利用について

■開館時間 午前９時～午後５時　■休館日 毎週火曜日、年末年始　■貸出冊数・期間 １人３冊まで、８日間

●人権に関するお問い合わせ先

　町教育委員会社会教育課

　TEL096-234-2447（内線324）

　klg110@town.kosa.lg.jp

今月の案内人

映画化された「ジョーカー・ゲー

ム」のシリーズ第３弾。疾走す

る特急車内、仮面舞踏会、ドイ

ツの映画撮影所を舞台に繰り広

げられる、息詰まる頭脳戦。“魔

王”の異名を持つ結城中佐が作

り上げたスパイ養成組織“Ｄ機

関”は、世界各国で展開する究

極のだまし合いに生き残れるの

か。スパイ・ミステリー好きに

ぜひおすすめしたい１冊です。

角川書店

小説

世界を舞台に究極のだまし合いを描く
柳 広司著 /『ラスト・ワルツ』 

新しい季節に子どもと読みたい絵本
近藤 薫美子作・絵 /『はじめまして』

普段の食卓に取り入れるコツを紹介
伊藤 栄里子著 /『世界で一番おいしいココナッツオイルレシピ』

認知症予防が期待されるココ

ナッツオイルを、毎日おいしく

とるにはコツがいります。そこ

で、老若男女から「おいしい。

また作って」と言われるレシピ

を考案。和食から洋食、ごはん

から麺、お菓子まで、よりすぐ

りのレシピを紹介しています。

この本でココナッツオイルを効

率良く摂り、「頭も体も健康で

若々しく」を目指しましょう。

文化学園文化出版局

教育・娯楽

他人のルール違反が許せない人、

年を取ることを恐れている人、

「ありがとう」という言葉を欲し

がる人へ、孤高の僧侶による心

の断捨離。日常生活のあちこち

にある「こだわりの罠（わな）」

を遠ざけ心安らかに過ごすため

に、簡単に取り入れられる18項

目。悩みの原因を「それ、どう

でもいい」と言い切って、不安

のない日々を実現しましょう。

小学館

一般書

健やかに生きるための心の断捨離
小池 龍之介著 /『こだわらない練習「それ、どうでもいい」という過ごしかた』

春、桜の木に花が咲き、「はじ

めまして」とミツバチやシジュ

ウカラの子、虫たちがつぎつぎ

にやってきて、あいさつをしま

す。四季の風景とともに常に変

化しながら「はじめまして」と

あいさつをする桜の木。生命に

は同じもの、同じ瞬間などない

ということを、豊かに、たから

かに描きあげた絵本です。子ど

もの読み聞かせにおすすめです。

偕成社

児童書

　　　生時代は、ずっと図書館
　　　でアルバイトをしていま
した。たくさんの本に触れてき
ましたが、一番魅力を感じてよ
く読んでいたのは絵本でした。
　今、父親になり、もう一度絵
本の世界に戻ることになりまし
た。
　今回、紹介したい本は『パン
ダ銭湯』という絵本です。この
絵本は、パンダたちが家族で銭

湯に行く物
語です。
　私も娘と
温泉に行く
のも好きな
ので、この
絵本を読む
と、お風呂
の楽しさと

気持ち良さを味わうことができ
ます。また、短い話ですが、発
想が面白くて絵がきれいで、
ユーモアたっぷりの世界観がこ
の絵本からあふれています。
　日本人にとってなじみのある
お風呂を舞台にして、パンダが
人間のように振る舞う姿が面白
く、外国人にもおすすめできま
す。ドッキリするような場面も
あって、子どもがびっくりす
るかもしれないですが、親子

の読み聞かせにはぴったりだ
と思います。
　私はもっと英語の絵本の読み
聞かせをしたいのですが、娘の
リクエストで、最近はこの絵本
ばっかり読んでいます。

R
e
a
d T

his S
tory

!

～ My Favorite Story ～

私のおすすめ図書
　『パンダ銭湯』（tupera tupera 作）

ﾄｯﾄ ・゙ﾊｰｸﾞﾚｰﾌﾞさん

〔岩下１区〕

いま、明かされる「パンダのひみつ」。
あなたは、パンダ専用の銭湯があるの
を知っていますか。面白おかしいユー
モアのある話が魅力の絵本。

学

　
２
月
21
日
（
土
）
町
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
、
第
18
回
町
公

民
館
大
会
が
開
催
さ
れ
、
約

１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
実
践
発
表
で
は
、
地
域
交
流

の
場
つ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
芝

原
公
民
館
の
「
生
き
生
き
ス
ミ

レ
会
」
の
活
動
に
つ
い
て
、
黒

田
エ
ツ
さ
ん
（
芝
原
区
）
が
発

表
。
同
会
は
、
芝
原
区
（
光
永

カ
ヨ
子
区
長
１
１
９
世
帯
）
の

区
役
員
や
老
人
会
、
民
生
員
、

地
域
福
祉
推
進
員
が
開
催
す
る

も
の
で
、
毎
月
１
回
地
域
住
民

な
ど
が
公
民
館
に
集
い
お
話
や

料
理
を
作
っ
て
交
流
し
住
民
同

士
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
美
里
町
の
畝
野
地
区

住
民
の
農
家
楽
団
と
の
交
流
も

平
成
22
年
か
ら
行
っ
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、
宮
崎
眞
樹
子

さ
ん
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
桜
の
丘
」
施
設
長
）
が
「
長

生
き
と
終
活
」
を
テ
ー
マ
に
講

話
を
行
い
ま
し
た
。

　
宮
崎
さ
ん
は
、「
長
寿
社
会
を

迎
え
た
今
日
、
終
末
期
の
た
め

の
備
え
を
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
事
前
に
家
族
と
最
期
の
希

望
を
話
し
合
っ
た
り
、
次
に
決

め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
考
え
た
り
し
ま
し
ょ
う
」

と
、
終
活
へ
の
注
意
点
を
説
明
。

「
高
齢
者
の
増
加
や
医
療
費
の
増

加
に
よ
っ
て
、
今
後
の
医
療
や

介
護
の
制
度
は
ど
ん
ど
ん
変

わ
っ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
そ
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め
に
各
地
域
間
の
つ
な
が
り

を
生
か
し
、
住
民
同
士
が
支
え

合
っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
」
と
参
加
者
に
伝
え
ま
し
た
。

芝
原
区
の
地
域
交
流
発
表

▼

町
公
民
館
大
会
・
実
践
発
表

▲芝原区での交流活動について

発表する黒田さん

▲長寿社会での地域のつながり

の大切さを話す宮崎さん

町公民館自主講座学習発表会

　町公民館自主講座の学習発表会

を開催します。ステージ発表や作

品展示をしますので、この機会に

各講座をご覧ください。

●日時　４月25日（土）午前９時

　30分

●会場　町生涯学習センター・

ホール、ギャラリーモール

●内容

 【ステージ発表の部】大正琴、

キッズダンス、フラダンス、レク

リエーションダンス、社交ダンス、

３Ｂ体操、英会話、オカリナ、相

撲甚句、町民コーラス

 【展示発表の部】版画、書道、生

け花、パッチワーク、絵画、水墨

画など

※受講申込みは、発表会当日およ

　び各講座で受け付けます。

同和問題についてみんなで考えよう

●『寝た子を起こすな！』の考えで

　は同和問題の解決にはなりません

　

　これは、「部落問題について何も

知らない人にわざわざ問題所在を知

らせる必要はなく、そっとしておけ

ば自然に解決する」という比喩的表

現です。

　ただし、解放令によって身分制度

がなくなった後、同和問題について

の教育や啓発がほとんど行われない

時期が約 100 年間続いたにもかか

わらず、部落差別が解消されること

はなく、むしろ厳しさを増していっ

たことからも明らかです。

　「教えるから差別が広まる」とい

う考え方は誤りです。

●同和問題について誤解を生むこと

　がないように教育や啓発が必要

　「同和問題について初めて知った

きっかけは何からか？」（内閣府

2012 人権擁護に関する世論調査）

という問いに対し、「家族や親せき、

近所、職場の人や学校の友達から聞

いた。」と答えた人が 29.9㌫（全国）

27.5㌫（九州）にのぼるなど、教育

や啓発以外のさまざまな機会に同和

問題を知る人が非常に多いことが分

かります。

　つまり、教育や啓発をやめたとし

ても、何らかの形で同和問題を知る

機会は数多くあり、誤った認識が広

まることを防ぐことはできないとい

うことです。

長
寿
社
会
で
の
支
え
合
い

▼

町
公
民
館
大
会
・
講
演
会
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❖�
健
診
・
検
診
は
、
あ
な
た
の

元
気
な
明
日
へ
の
架
け
橋
で
す

　
日
本
人
の
死
亡
原
因
は
、
が
ん
、
心

臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
、
そ
の
約
６
割
が

生
活
習
慣
病
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が
現
わ

れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
気
付
い
た
と
き

に
は
重
症
化
し
て
い
る
と
い
う
人
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
日
ご
ろ
か
ら
生
活
習

慣
を
見
直
し
て
改
善
す
る
こ
と
は
大
切

な
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
診
・
検
診
を
受

診
し
て
、
自
分
の
身
体
の
状
態
を
客
観

的
に
調
べ
て
お
く
こ
と
で
、
自
分
で
は

気
付
か
な
い
病
気
の
芽
を
早
期
発
見
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
健
康
に
は
自
信
が
あ
る
」「
昨
年
受

け
た
か
ら
、今
年
は
い
い
か
な
…
」「
忙

し
い
か
ら
、
健
診
を
受
け
る
時
間
が

も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
皆
さ
ん
も
、

い
つ
ま
で
も
健
康
で
元
気
な
毎
日
を
過

ご
し
て
い
く
た
め
に
、
年
に
１
度
、
健

診
・
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

❖�

平
成
27
年
度
の
健
診
に
つ
い
て

町
で
は
、
次
の
と
お
り
健
診
・
検

診
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
現
在
配

布
中
の
「
甲
佐
町
健
診
の
お
知
ら
せ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
「
健
診
希
望
調
査
票
」
は
、

調
査
対
象
者
全
員
が
提
出
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。「
平
成
27
年
度
甲
佐
町
健

診
希
望
調
査
票
の
書
き
方
」
を
一
度
ご

確
認
の
上
、
提
出
期
限
ま
で
に
必
ず
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

①
節
目
健
診

【
対
象
】
35
・
40
・
45
・
50
・
55
・
60
歳
（
平

　
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）
の
国
民
健

　
康
保
険
被
保
険
者

【
場
所
】
日
本
赤
十
字
社
熊
本
健
康
管

　
理
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
高
野
病
院
総
合

　
健
診
セ
ン
タ
ー

【
期
間
】
６
〜
９
月

【
内
容
】
血
液
検
査
、
尿
検
査
、
心
電

　
図
検
査
、
医
師
の
診
察
、
各
が
ん
検

　
診
な
ど

②
特
定
健
診
ま
た
は
若
者
健
診
お
よ
び

が
ん
検
診
（
７
月
集
団
健
診
）

【
対
象
】　
20
〜
74
歳
の
国
保
被
保
険
者

【
場
所
】
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
期
間
】
７
月
７
日
（
火
）
〜
14
日
（
火
）

※
10
日
（
金
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
内
容
】
血
液
検
査
、
尿
検
査
、
心
電

　
図
検
査
、
医
師
の
診
察
、
各
が
ん
検

　
診
な
ど

③
後
期
高
齢
者
健
診
お
よ
び
が
ん
検
診

（
８
月
集
団
健
診
）

【
対
象
】
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保

　
険
者

【
場
所
】
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
期
間
】
８
月
19
日
（
水
）
〜
21
日
（
金
）

【
内
容
】
血
液
検
査
、
尿
検
査
、
心
電

　
図
検
査
、
医
師
の
診
察
、
各
が
ん
検

　
診
な
ど

④
が
ん
検
診
（
11
月
集
団
検
診
）

【
対
象
】
20
歳
以
上
の
女
性
お
よ
び
40

　
歳
以
上
の
男
性

【
場
所
】
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
期
間
】
11
月
26
日
（
木
）
〜
30
日
（
月
）

【
内
容
】
各
が
ん
検
診
　

※
65
歳
以
上
の
結
核
検
診
も
実
施
し
ま

　
す
。

❖�

健
診
後
は
、
保
健
師
な
ど
が
あ
な

た
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

　
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
健
診
結
果
に
つ
い
て
相
談
し
た
皆
さ

ん
か
ら
は
、「
食
べ
物
に
気
を
付
け
た

ら
、
薬
が
１
錠
減
っ
た
」「
身
体
に
良

い
と
思
っ
て
続
け
て
い
た
こ
と
が
、
結

果
を
悪
く
し
て
い
る
こ
と
を
初
め
て

知
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　「
検
査
の
結
果
か
ら
注
意
が
必
要
と

病
院
の
先
生
に
言
わ
れ
て
も
、
ど
う
し

て
い
い
か
分
か
ら
な
い
…
」「
病
院
の

先
生
に
は
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
け

ど
、な
か
な
か
聞
き
づ
ら
い
…
」
な
ど
、

自
分
や
家
族
の
健
康
に
つ
い
て
心
配
な

こ
と
や
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
場
合

は
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に
町
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

病
気
の
芽
を
早
期
発
見
す
る
健
診

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

あ
ゆ
み
だ
よ
り

健診 の話

今月の「あゆみだより」は

このコーナーでは、毎月、町総合

保健福祉センター職員である保健

師、社会福祉士などが、健康や福

祉、介護、健康診査などに関する

情報をリレー形式でご紹介します。

●健康や福祉、介護、健康診断などに

　関するご相談・お問い合わせ先

・町総合保健福祉センター

・町地域包括支援センター

　（町総合保健福祉センター内）

　TEL096-235-8711

　klg113@town.kosa.lg.jp

●行事などに関する詳しい内容は、各園に直接お問い合わせください。

地域子育て支援センター
　（竜野保育園内）� TEL096-234-0305

６日（月） 開所式

８日（水） 手形遊び

10日（金） 戸外遊び

13日（月） お散歩

15日（水） 誕生会（要予約）

17日（金） 風船遊び

20日（月） 小麦粉粘土

22日（水） ブロック遊び

24日（金） ままごと遊び

25日（土） お見知り遠足

27日（月） こいのぼり作り

 育児相談（月～金曜日 )

 体験保育（午前９時30分～正午）

甲佐保育園� TEL096-234-0186

園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

若草保育園� TEL096-234-0013

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

竜野保育園� TEL096-234-0519

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

乙女保育園� TEL096-234-3947

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

緑川保育所� TEL096-234-0789

 園庭開放（土・日曜日、祝日を除く）

４・５月の保健活動

　●会場　町総合保健福祉センター

　 ４か月児健診

　　４月16日（木）　午前９時

　　５月21日（木）　午前９時

　 ７か月児健診

　　５月21日（木）　午前10時

　 10か月教室

　　４月10日（金）　午前９時30分

　 １歳６か月児健診

　　５月12日（火）　午後１時

　 ３歳児健診

　　５月12日（火）　午後１時20分

　 ＢＣＧ予防接種

　　５月22日（金）　午後１時30分

　 日本脳炎予防接種

　　４月24日（金）　午後１時30分

　　４月27日（月）　午後１時30分

　　４月28日（火）　午後１時30分

　　５月15日（金）　午後１時30分

　　５月18日（月）　午後１時30分

　　５月19日（火）　午後１時30分

下原 孝
たか

叶
と

 くん（７か月）

　父・武司 さん　母・つぐみ さん

　（北早川区）

　お姉ちゃんと

　　　　　仲良くあそんでます　　

　　　　　

★お子さんの成長の記念として、

“笑顔”の写真を『広報こう

さ』紙面に飾ってみません

か？写真掲載のお申し込みは、

町総合保健福祉センターまで。

●お子さんの“笑顔”の写真掲載に

　関するお申し込み・お問い合わせ先

　町総合保健福祉センター

　TEL096-235-8711

　klg113@town.kosa.lg.jp

　生活習慣病などの病気は、日ご

ろの生活習慣を見直すことと健診

などを受診し早期発見することが

重要です。平成27年度も町では

健診・検診を実施し、その健診結

果に基づき保健師などがあなたの

健康づくりのサポートを行います。

藤本 佑子 保健師 
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今月のお知らせ

お問い合わせ先一覧
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お問い合わせ先一覧

■お問い合わせ先　甲佐町観光協会（町産業振興課内）

　 TEL 096-234-1176（内線 151）　klg207@town.kosa.lg.jp
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●町役場

　 TEL096-234-1111（代表）

●町教育委員会

 （町生涯学習センター）

　 TEL096-234-2447（代表）

●町総合保健福祉センター

　 TEL096-235-8711

●町水道管理センター

　 TEL096-234-0755

●町民センター

　 TEL096-234-2459

●町学校給食センター

　 TEL096-234-0255

●町老人憩いの家

 （㈳甲佐町社会福祉協議会）

　 TEL096-234-0423

●御船町甲佐町衛生施設組合

 （クリーンセンター）

　 TEL096-282-0688

●上益城消防署

　 TEL096-282-1955

●御船警察署

　 TEL096-282-1110

●上益城広域連合

　 TEL096-237-2891

●県上益城地域振興局

　 TEL096-282-2111（代表）

●県御船保健所

　 TEL096-282-0016

●県庁

　 TEL096-383-1111（代表）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
申
請
は
、
午
後
４
時
30
分
ま
で

　
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
取
場
所

　
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
市
区

町
村
の
旅
券
窓
口
で
申
請
・
受
取

が
で
き
ま
す
。

　
旅
券
申
請
に
つ
い
て
の
詳
し
い

こ
と
は
、
町
住
民
生
活
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　（
内
線
１
０
３
）

　
k

lg
1
0
6
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
国

民
年
金
に
加
入
す
る
所
得
の
少
な

い
学
生
に
対
し
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
を
猶
予
す
る
も
の
で
す
。

▼
対
象
と
な
る
人

　
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
な
ど

に
在
学
す
る
学
生
な
ど
で
、
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
る
こ
と

▼
年
金
の
受
給
な
ど
に
つ
い
て

　
特
例
を
受
け
た
期
間
は
、
年
金

を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
と

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基

礎
年
金
額
の
計
算
に
は
入
り
ま
せ

ん
。
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
保

険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
特
例
の
承
認
期
間

　
４
月
〜
翌
年
３
月

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
東
年
金
事
務
所

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
７
‐
２
５
０
３

・
町
住
民
生
活
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
３

　（
内
線
１
０
３
）

　
k

lg
1
0
6
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　「
ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金
」

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
心
温
ま
る
ご
好
意
を

町
の
振
興
の
た
め
に
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
引
き
続
き
、

多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
平
成
26
年
度
寄
附
金
額
合
計

　
６
６
０，

０
０
０
円

　
　
　
　
　
　（
３
月
15
日
現
在
）

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
総
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
４
）

　
k

lg
1
0
2
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　
身
体
障
が
い
者
の
皆
さ
ん
は
、

障
が
い
の
区
分
に
応
じ
て
、
定
め

ら
れ
た
級
の
障
が
い
を
有
す
る
場

合
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が

減
額
ま
た
は
免
除
（
減
免
）
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
減
免
の
対
象
に
な
る
と
思
う
人

は
、
次
の
書
類
を
準
備
の
上
、
町

税
務
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
減
免
の
対
象
に
な
る
自

動
車
は
１
人
の
身
体
障
が
い
者
に

対
し
て
１
台
で
す
の
で
、
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

▼
減
免
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

①
身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る

人
が
所
有
（
取
得
）
す
る
軽
自

動
車

②
身
体
障
が
い
者
本
人
が
18
歳
未

満
の
場
合
、
療
育
手
帳
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を

お
持
ち
の
と
き
は
、
そ
の
者
と

生
計
を
一
に
す
る
者
が
所
有

（
取
得
）
す
る
軽
自
動
車
で
、

専
ら
障
が
い
の
あ
る
人
の
た
め

に
使
用
す
る
軽
自
動
車
お
よ
び

単
身
で
生
活
す
る
障
が
い
者
の

た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動
車

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

①
交
付
を
受
け
て
い
る
手
帳

・
身
体
障
害
者
手
帳

・
戦
傷
病
者
手
帳
（
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
ず
、
戦
傷

病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
）

・
療
育
手
帳

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

②
車
検
証

③
運
転
者
の
運
転
免
許
証

④
印
か
ん

※
①
～
④
を
準
備
の
上
、
町
税
務

課
に
て
備
え
付
け
の
軽
自
動
車

税
減
免
申
請
書
に
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

※
軽
自
動
車
税
納
付
書
を
受
け

取
ら
れ
た
ら
、
お
手
数
で
す
が

町
税
務
課
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

▼
減
免
申
請
書
の
受
付
期
間

　
４
月
1
日
（
水
）
～
５
月
26
日

（
火
）

▼
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
税
務
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
１
２

　（
内
線
１
１
１
）

　
k

lg
1
0
5
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　
４
月
12
日
（
日
）
は
、
県
議
会
議

員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

▼
投
票
日
・
投
票
時
間

　
４
月
12
日
（
日
）

　
午
前
７
時
〜
午
後
６
時

▼
投
票
で
き
る
人

　
平
成
７
年
４
月
13
日
以
前
に
生
ま

れ
、
引
き
続
き
３
か
月
以
上
町
に
居

住
し
て
い
る
人

◯
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

▼
投
票
日
・
投
票
時
間

　
４
月
４
日
（
土
）
〜
11
日
（
土
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※
土
・
日
曜
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

▼
投
票
場
所

　
町
役
場
２
階
談
話
コ
ー
ナ
ー

　
町
内
に
長
期
不
在
の
た
め
、
期

日
前
投
票
が
で
き
な
い
人
は
不
在

者
投
票
も
で
き
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
４
０

　（
内
線
２
２
１
）

　
k

lg
2
0
2
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　
4
月
1
日
（
水
）
か
ら
、
旅
券

（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
申
請
か
ら
受

け
取
り
ま
で
の
所
要
日
数
が
次
の

と
お
り
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

▼
所
要
日
数

◯
３
月
31
日
（
火
）
ま
で

　
11
日
間

◯
４
月
１
日
（
水
）
か
ら

　
９
日
間

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
含
み
ま

　
せ
ん
。

▼
申
請
・
交
付
期
間

　
月
〜
金
曜
日

ｉ
お
知
ら
せ

身
体
障
が
い
者
対
象
と
し
た

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

ｇ
お
礼

ふ
る
さ
と
甲
佐
応
援
寄
附
金

旅
券
の
申
請
か
ら
発
行
ま
で
の

日

数

が

９

日

間

に

短

縮

国
民
年
金
の
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
を
ご
存
知
で
す
か

４

月

12

日
（

日

）

は

県
議
会
議
員
一
般
選
挙
投
票
日

クリーンセンターへのごみ搬入量（２月分）

種　別 搬入量 前月比較 前年比較

可 燃 ご み 175,820 △24,520 5,850

資 源 ご み 22,460 △600 △2,570

粗 大 ご み 5,820 1,880 1,810

合 計 204,100 △23,240 5,090

※単位・㌔ 

      environmental preservation

日 曜 当 番 医

月　日 当番医 電話番号

４月５日 甲 佐 眼 科 TEL096-235-5600

４月12日 荒 瀬 病 院 TEL096-234-1161

４月19日 谷 田 病 院 TEL096-234-1248

４月26日 桃 崎 整 形 外 科 TEL096-235-8111

doctor

町税などの滞納処分（２月分）

種　別 件数・金額など

家 宅 捜 索 ０件

生命保険差し押さえ ０件

債 権 差 し 押 さ え １件

交 付 要 求 １件

債 権 差 押 取 立 金 95,600円

tax

交 通 事 故 件 数

種　別 発生件数 前年比較

事故件数 ４ （３）

死 者 ０ （０）

傷 者 ４ （３）

平成27年３月15日現在（カッコ内は前年比較）

               traffic safety

出 動 火 災 件 数

種　別 発生件数 前年比較

家 屋 ０ （０）

原 野 ０ （△４）

そ の 他 ０ （０）

合計件数 ０ （△４）

平成27年３月15日現在（カッコ内は前年比較）

               fire prevention  



21 20Public Relations KOSA
April 2015

Public Relations KOSA
April 2015

Monthly Information Monthly Information

山
奥
暮
ら
し
の
品
々
の
ほ
か
、
町
内

外
か
ら
服
飾
、
雑
貨
、
ア
ン
テ
ィ
ー

ク
家
具
、
飲
食
店
な
ど
が
出
店

▼
駐
車
場

　
町
役
場
駐
車
場
（
町
農
業
研
修

セ
ン
タ
ー
「
ろ
く
じ
館
」
裏
お
よ

び
甲
佐
町
商
工
会
館
横
空
き
地
）

※�

会
場
付
近
は
道
幅
が
狭
く
駐
車
で

き
な
い
た
め
、
町
役
場
か
ら
会
場

ま
で
運
行
す
る
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然
樂
舎
み
や
う
ち

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
０
７
６
２

・�「
甲
佐
宮
内
　
春
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

バ
ザ
ー
ル
」
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ

　
URLh

ttp
s://w

w
w
.fa
ceb
o
o
k
.�

　
　 co

m
/g
ro
u
n
d
b
a
za
a
r

　
自
然
観
察
指
導
員
熊
本
県
連
絡

会
で
は
、
自
然
観
察
会
「
え
い
さ

ほ
い
さ
と
清
正
公
山
を
散
策
し
よ

う
」
を
開
催
し
ま
す
。
清
正
公
山

の
里
地
・
里
山
を
散
策
し
て
春
の

訪
れ
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
講
師

　
中
田
裕
一
（『
新
甲
佐
町
史
』

生
物
編
担
当
）

▼
開
催
日
時

　
４
月
26
日
（
日
）

・
受
付
　
午
後
１
時

・
開
会
　
午
後
１
時
30
分

※
荒
天
の
場
合
は
４
月
29
日

（
日
）
に
延
期
し
ま
す
。

▼
集
合
場
所

　
町
役
場
北
側
駐
車
場

▼
参
加
料

　
２
０
０
円

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
社
会
教
育
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７

　(

内
線
３
２
２)

　
k
lg
1
1
0
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　
消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

27
年
度
第
１
会
危
険
物
取
り
扱
い
試

験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

▼
試
験
の
種
類
・
試
験
日

　
甲
種
、
乙
種
第
１
〜
６
類
、
丙
種

　
６
月
７
日
（
日
）

▼
願
書
受
付
期
間

・
書
面
申
請

　
４
月
13
日
（
月
）
〜
22
日
（
水
）

・
電
子
申
請

　
４
月
10
日
（
金
）
〜
19
日
（
日
）

▼
試
験
地

　
熊
本
市
、
八
代
市
、
天
草
市
、
玉

名
市

▼
願
書
な
ど
の
設
置
場
所

　
受
験
願
書
な
ど
は
、

消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本

市
消
防
局
・
県
下
消
防
本
部
お
よ
び

県
市
町
村
・
税
務
局
消
防
保
安
課
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

　
試
験
内
容
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ

と
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ

さ
い
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
TEL
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５

　
御
船
警
察
署
道
場
「
興
武
館
」
で

は
、
柔
道
を
通
じ
て
心
身
を
鍛
錬
し
、

礼
節
を
学
び
、
他
人
を
思
い
や
る
心

を
持
っ
た
少
年
を
育
て
る
こ
と
を
目

的
に
、
署
員
に
よ
る
柔
道
の
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
平
成
26
年
度
の
練
習
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。「
興
武
館
」
で
は
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
待
っ
て
い

ま
す
。

▼
募
集
人
数

　
20
人
程
度

▼
応
募
資
格

　
甲
佐
町
、
御
船
町
、
嘉
島
町
、

益
城
町
に
住
む
小
学
生

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　
御
船
警
察
署
生
活
安
全
係

　
TEL
０
９
６
‐
２
８
２
‐
１
１
１
０

　(

内
線
２
６
１
）

　
東
京
甲
佐
会
は
、
東
京
近
郊
に

在
住
す
る
本
町
の
出
身
者
や
関
係

者
で
組
織
さ
れ
、
会
員
相
互
の
交

流
と
ふ
る
さ
と
甲
佐
町
の
発
展
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活

動
し
て
い
る
団
体
で
す
。
同
会
の

平
成
27
年
度
の
総
会
お
よ
び
懇
親

会
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
町
で
は
、
航
空
機
を
利
用
し
た

団
体
ツ
ア
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
４
月
９
日
（
木
）

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時

　
４
月
18
日
（
土
）
午
後
０
時
30

分
〜

▼
会
場

　
東
京
都
渋
谷
区
・
國
學
院
大
學

若
木
タ
ワ
ー

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
企
画
課

　
TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
１
１
５
４

　（
内
線
２
３
２
）

　
k

lg
1
0
4
@
to
w
n
.k
o
sa
.lg
.jp

　
県
立
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、
障

が
い
の
あ
る
人
（
身
体
、
知
的
、
精

神
、
発
達
、
難
病
、
高
次
脳
機
能
障

が
い
）
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
の

受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
訓
練
内
容

　
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
礎
や
経
理
・

簿
記
の
知
識
技
能
の
習
得
、
事
業
所

現
場
を
利
用
し
た
実
践
的
な
訓
練
な

ど
の
25
コ
ー
ス

▼
訓
練
期
間

　
原
則
３
か
月
間

▼
受
講
料

　
無
料
（
教
材
費
な
ど
が
別
途
掛
か

り
ま
す
）

　
訓
練
や
募
集
に
つ
い
て
の
詳
し
い

こ
と
は
、
県
立
高
等
技
術
専
門
校
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
県
立
高
等
技
術
専
門
校

　
TEL
０
９
６
‐
３
７
８
‐
０
１
２
１

　「
甲
佐
宮
内
・
春
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

バ
ザ
ー
ル
」
を
、
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

▼
開
催
日
時

　
４
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

▼
会
場

　
宮
内
地
区
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（
旧
宮
内
小
学
校
）

▼
内
容

　
宮
内
地
区
の
農
産
物
や
手
作
り
品
、

町生涯学習センター・ギャラリーモール展のお知らせ　～４月～
 Event

●お問い合わせ先　町教育委員会社会教育課　 TEL 096 ‐ 234 ‐ 2447　klg110@town.kosa.lg.jp

ｃ
く
ら
し
安
全

明

る

く

強

く

健

や

か

に

少

年

柔

道

練

習

生

募

集

▼期間　４月１日（水）〜23日（木）

▼主催　甲佐町絵画クラブ

▼後援　甲佐町文化協会

ｒ
募
集

東
京
甲
佐
会
総
会
お
よ
び

懇
親
会
へ
の
参
加
者
募
集

清
正
公
山
の
自
然
観
察
会
を

４
月
26
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す

●「西島英臣氏 個展」絵画展

▼

３
月
の
展
示
会

　
白
秋
家
の
子
ど
も
達
写
真
展

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練
を
行
い
ま
す

平成27年度「町水道事業水質検査計画」についてのお知らせ

●「計画」に基づき定期的に水質検査を実施

　町水道事業では、皆さんに、毎日安心して使
うことができる水道水を提供するために、「町
水道事業水質検査計画」に基づいて定期的に水
質検査を行い、水源から家庭などの蛇口に至る
まで良好な水質の維持に努めています。

●安全性確保のための水質検査に関する基 

　本方針

　水道水の安全性を確保するために、水質検査
を配水系統ごとに実施します。また、原水につ
いても、適正な浄化処理を確実に行うために、
水質検査を実施します。
　水道法で検査が義務づけられている項目およ
び水質管理上必要な項目について、水質基準に
適合しているか検査し、評価検討後に結果を公
表します。

●町水道事業の概要

◆給水区域
　甲佐地区、竜野地区（内田簡易水道の給水区
域を除く）、乙女地区（麻生原簡易水道の給水
区域を除く）、白旗地区、宮内地区（上揚・安
平のみ）
◆計画給水人口
　9,240人

◆給水人口
　9,090人
◆年間総配水量
　939,000立方㍍
◆１日平均給水量
　2,572立方㍍
※�給水人口および水量は、平成25年度末での数

値です。

◎検査方法

　厚生労働省の水質基準に関する省令の規定に
基づき、厚生労働大臣が定める方法に従って、
検査機関に委託します。

●「計画」検査結果の公表

　「町水道事業水質検査計画」や水質検査の結
果については、町公式ウェブサイトや『広報こ
うさ』で公表します。
　検査結果の評価は検査ごとに行い、検査結果
を基に必要に応じて「計画」を見直します。
※町公式ウェブサイト
　URL http://www.town.kosa.kumamoto.jp/

▼お問い合わせ先
　町環境衛生課水道係（町水道管理センター内）
　甲佐町大字有安701
　 TEL096‐234‐0755
　klg114@town.kosa.lg.jp

Information

ｅ
開
催

春
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
バ
ザ
ー
ル
を

４
月
19
日
（
日
）
に
開
催

危
険
物
取
扱
者
試
験
の
実
施

甲佐町総合型地域スポーツクラブ

「I・YOUスポーツクラブ」

４月のアユスポ・カレンダー

●スポンジテニス＆バドミントン
甲佐小体育館　月曜日　午後７時30分

●少年柔道
甲佐中武道館「甲心館」

月・水・金曜日　午後７時

●卓球
町生涯学習センター

水・金曜日　午後７時30分

第１・３土曜日　午後６時

●サッカー教室
緑川グラウンド　木曜日　午後７時

甲佐小グラウンド　土曜日　午前９時

●バスケットボール教室
甲佐中体育館　火曜日　午後８時

●ジュニアバスケット教室
白旗小体育館　火曜日　午後７時30分

甲佐小体育館　土曜日　午前９時

■お問い合わせ先

　I・YOU（アユ）スポーツクラブ事務局
　（町教育委員会社会教育課内）
　 TEL096-234-2447（内線325）
　klg110@town.kosa.lg.jp

みんな仲良し♪楽しく遊びましょう！

バドミントン教室

　宮地昭夫さん

　 （岩下１区）

　松永清佑さん

　 （横田区）

定住促進「緑町分譲地」
購入希望者募集

　 　

　地域の活性化と定住促進を目
的として、町が整備を行った住
宅用地「緑町分譲地」の１区画
の購入希望者を募集しています。
●募集区画
・面積　271.37平方㍍
・分譲価格　5,601千円
・募集方法　先着順受付（日に
　ち単位）
　募集要項などの詳細は、町総
務課までお問い合わせください。
●お問い合わせ先
　町総務課
　 TEL096−234−1140
　（内線225）
　klg102@town.kosa.lg.jp
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う
た
ご
よ
み
　
～ 

卯
月 

～

甲佐初市での子ども相撲大会

　
■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
町
教
育
委
員
会
公
民
館
事
務
局

　
　

TEL
０
９
６
‐
２
３
４
‐
２
４
４
７
（
内
線
３
２
１
）

 

［
短
歌
］�

渡
辺
幸
士 

選

　四
十
年
続
く
デ
パ
ー
ト
閉
店
し
通
っ
た
日
々
も
思
い

出
と
な
る�

緒
方
　
明
美

サ
ッ
カ
ー
の
ル
ー
ル
も
知
ら
ぬ
こ
の
吾
も
ボ
ー
ル

キ
ッ
ク
に
鼓
舞
さ
れ
て
見
る�

森
田
　
房
恵

何
時
し
ら
に
枝
垂
れ
紅
梅
ほ
こ
ろ
び
て
群
れ
な
す
鳥

の
蜜
吸
ひ
わ
た
る�

上
村
　
か
ず

皮
破
り
芽
吹
く
柳
に
雨
降
り
て
覆
え
し
マ
ス
ク
取
れ

ず
過
せ
り�

赤
星
　
延
子

診
察
を
終
え
て
泪
の
幼
児
は
手
を
出
す
吾
に
タ
ッ
チ

し
て
行
く�

上
村
や
す
美

小
春
日
の
陽
気
に
蝋
梅
群
れ
咲
き
て
狭
庭
に
香
り
満

ち
満
ち
て
お
り�

吉
永
由
紀
子

小
春
日
の
大
井
手
川
の
水
減
り
て
子
供
の
よ
う
に
メ

ダ
カ
取
り
す
る�

赤
星
　
文
子

人
生
の
時
を
刻
ん
だ
腕
時
計
眠
っ
て
お
れ
ど
棄
て
か

ね
て
お
り�

塚
原
　
暁
益

土
筆
摘
み
菜
の
花
摘
み
し
野
辺
は
い
ま
道
路
工
事
で

整
地
さ
れ
消
ゆ�

内
田
乃
武
子

雨
宿
り
し
て
佇
つ
わ
れ
に
ブ
テ
ィ
ッ
ク
の
自
動
扉
が

「
ど
う
ぞ
」
と
開
く�

渡
辺
　
幸
士

 

［
川
柳
］�

渡
辺
幸
士 

選

　
　
　「
卒
業
」

夢
抱
い
て
巣
立
っ
た
昔
懐
か
し
む�

林
　
　
雅
之

学
び
舎
を
懐
か
し
が
っ
て
巣
立
つ
春
　�

　
早
　
　
彦
喜

卒
業
式
昭
和
は
遠
き
思
い
出
に�

　
古
閑
チ
ヨ
ミ

敗
戦
で
卒
業
式
の
記
憶
な
し�

　
布
田
　
愛
子

　
　
　「
や
っ
ぱ
り
」

や
っ
ぱ
り
ね
互
い
の
孤
独
に
涙
す
る�

本
田
長
久
子

ケ
ア
ハ
ウ
ス
や
っ
ぱ
り
此
処
が
極
楽
よ�

森
田
チ
ズ
子

君
が
好
き
酔
え
ば
益
々
好
き
に
な
る�

清
川
み
ど
り

故
郷
が
や
っ
ぱ
り
好
き
で
肌
に
合
う�

渡
辺
　
幸
士

 

［
肥
後
狂
句
］�

北
川
直
美 

選

僕
だ
っ
て
　
神
童
だ
っ
た
時
も
あ
る�

広
田
み
ど
り

僕
だ
っ
て
　
遠
慮
は
要
ら
ん
バ
ツ
イ
チ
だ�

下
山
　
千
恵

僕
だ
っ
て
　
亭
主
関
白
し
て
み
ち
ゃ
ー�

志
垣
　
　
光

僕
だ
っ
て
　
ヒ
ー
ロ
ー
位
こ
な
し
き
る�

佐
藤
　
　
葵

僕
だ
っ
て
　
恋
も
し
ま
し
た
二
、三
回�

北
畑
　
公
美

僕
だ
っ
て
　
お
屠
蘇
位
ァ
は
良
か
ろ
も
ん�

木
村
　
陽
菜

僕
だ
っ
て
　
も
う
す
ぐ
二ハ

タ

チ

十
才
独
り
立
ち�

布
田
か
ん
な

僕
だ
っ
て
　
家
建
て
き
ら
ん
訳
で
無
ァ�

平
井
や
よ
い

僕
だ
っ
て
　
い
つ
か
甲
佐
の
星
に
な
る�

長
原
　
産
賀

僕
だ
っ
て
　
時
に
は
理
性
う
捨
て
た
い�

北
川
　
直
美

編

集

後

記

	住　所	 氏　名	 性別	 保護者

横　田　松坂　珀
は く

虎
と

　男　有　己

下横田　大城　慶
け い す け

祐　男　寿　英

船　津　桑田　汰
た い

来
ら

　男　祐　作

津志田　葉山未
み な と

那斗　男　和　博

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,331 △７

女 5,940 △１

計 11,271 △８

世帯数 4,291 ２

平成27年２月28日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

	住　所	 氏　名	 年齢	 世帯主

早　川　本村　正巳　85　正　巳

上早川　溜渕　三男　94　三　男

南三箇　中村美智代　66　義　次

仁田子　黒木ハチヨ　92　大友千鶴

糸　田　緒方　光則　86　エミ子

上早川　渡邊　　洋　68　洋　一

坂　谷　田上　　境　88　　境　

船　津　久米　忠孝　95　忠　孝

豊　内　赤星トシヱ　95　達　夫

下横田　松並チエ子　85　　信　

世　持　園田　耕司　85　勝　巳

横　田　春木とく江　84　とく江

豊　内　村上　秋惠　91　秋　惠

田　口　坂田　一俊　93　一　也

麻生原　福田　勝美　91　み 子

坂　谷　田上ツヤコ　88　菊　夫

早　川　溜渕トヨ子　91　トヨ子

ひ と の 動 き （敬称略）

２月11日（水）〜３月10日（火）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

作り方

① 新ジャガイモは、よく洗っ

て皮ごと薄く千切りにします。

② 青ジソも少し太めの千切り

にしておきましょう。

③ 熱湯に①を10秒ほど浸けて

サッとゆでます。これを冷水

に取って、しっかりと水を

切ってください。

④ ボウルに②・③を入れて、

種を取り細かくすり潰した梅

と薄口しょうゆを入れ、手早

くあえます。

⑤ 小鉢にこんもりと④を盛り

つけ、小口に切ったヒトモジ

を乗せたら出来上がりです。

※ジャガイモは、陽が当たらな

い涼しく風通しの良い所で保

存しましょう。芽や陽が当

たって緑色になった部分は、

有毒物質があるため注意が必

要です。一定量を超えて食べ

てしまうと、おなかが痛く

なったり吐き気がしたりしま

す。体の弱い人や小さな子ど

もは死に至ることもあるので、

特に注意しましょう。

　　ジャガイモに多く含まれる

ビタミンＣは熱や水によって破

壊されやすいものですが、デン

プンがビタミンＣを守ってくれ

るので、調理してもたくさんビ

タミンＣを摂ることができるの

がジャガイモのいいところです。

　そのほかのビタミンやミネラ

ルも豊富に含んでいるので、高

血圧、心筋梗そく、がんなどの

予防に効果的と言われています。

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

新じゃがの梅和え

ご存知ですか？

ご結婚おめでとう
marriage

	 住　所	 氏　名	

　　夫　中横田　村田　早聡

　　妻　芦北町　福田　菜央

　　夫　仁田子　福岡　裕輔

　　妻　熊本市　髙山　愛子

　　夫　船　津　森田晋太郎

　　妻　益城町　浦田由貴美

　　夫　船　津　緒方　響夜

　　妻　御船町　鶴岡　　望

　　夫　豊　内　福島　貴弘

　　妻　宇土市　境　　美夏

　　夫　菊陽町　辻　浩太郎

　　妻　田　口　田㟢　春菜

　　夫　熊本市　中野　裕司

　　妻　豊　内　柏原　　尚

［

［

材料－４人分－

新ジャガイモ（中）………２個
青ジソ………………… ２〜３枚
梅干し………………………２個
薄口しょうゆ………… 小さじ２
ヒトモジ……………… ２〜３本

［

［

［

［

［

　

春
は
、
出
会
い
の
季
節
。
入
学
入

社
、
引
っ
越
し
な
ど
で
、
身
の
回
り

の
環
境
が
移
り
変
わ
っ
て
い
く
人
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

新
し
い
環
境
は
、
慣
れ
る
の
に
時

間
が
掛
か
る
し
大
変
な
こ
と
も
多
い

も
の
で
す
が
、
初
め
て
の
知
識
や
経

験
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
成
長
の
場

で
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
始
動
す
る
「
こ

う
さ
ん
も
ん
元
気
活
動
」
推
進
事
業

は
、
地
域
住
民
が
主
に
な
っ
て
取
り

組
む
地
域
が
元
気
に
な
る
活
動
を

「
元
気
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
町
職

員
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
展
開
す
る

事
業
。
こ
の
活
動
で
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
動

す
る
こ
と
で
、
新
し
い
経
験
を
し
、

た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
う
こ
と
が
自

分
の
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

元
気
活
動
を
通
し
て
自
分
を
も
っ

と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
愛
さ
れ
る
広
報
紙
を
目
指
し
、

こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。�（
み
）
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こうさ広 報

甲佐町有害鳥獣駆除隊
Kousamati yugaityojukujotai

〔町産業振興課〕

Kosa
Style
こうさ スタイル

　「
有
害
鳥
獣
か
ら
農
作
物
を
守

る
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
は
、
本
町
の

主
要
な
産
業
で
あ
る
農
業
を
守
る

要
の
１
つ
で
す
」
と
胸
を
張
る
の

は
、
甲
佐
町
有
害
鳥
獣
駆
除
隊
の

福
永
精
一
隊
長
（
浅
井
区
）

　「
最
近
は
、
山
間
部
の
人
口
減

少
な
ど
に
よ
っ
て
耕
作
放
棄
地
が

増
え
た
こ
と
で
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど

に
と
っ
て
格
好
の
餌
場
、
す
み
か

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
山
の
食

べ
物
が
減
っ
て
、
動
物
た
ち
が
民

家
の
あ
る
平
地
ま
で
下
り
て
く
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
本
町

の
農
作
物
被
害
の
増
加
を
嘆
く
。

　
同
隊
は
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、

サ
ル
、
カ
ラ
ス
な
ど
の
農
作
物
に

害
を
与
え
る
動
物
を
駆
除
す
る
活

動
に
取
り
組
む
。
隊
員
総
勢
18
人

で
、
本
町
の
農
業
を
有
害
鳥
獣
か

ら
守
っ
て
い
る
。

　
平
成
26
年
度
に
は
、
イ
ノ
シ
シ

60
頭
、
シ
カ
８
頭
、
カ
ラ
ス
20
羽
、

サ
ル
２
頭
を
捕
獲
し
た
同
隊
。

　
被
害
に
遭
っ
た
住
民
な
ど
か
ら

の
町
へ
の
通
報
で
、
隊
員
に
出
動

要
請
が
掛
か
る
。
出
動
し
た
現
場

で
は
、
ま
ず
有
害
鳥
獣
の
足
跡
を

探
索
し
、
い
つ
そ
の
現
場
に
来
た

の
か
、
ど
の
方
向
に
逃
げ
て
行
っ

た
か
を
確
認
。
山
の
中
な
ど
を

「
勢
子
（
せ
こ
）」
と
呼
ば
れ
る
獲

物
を
追
い
出
す
役
の
隊
員
が
猟
犬

を
使
っ
て
追
い
、
取
り
押
さ
え
た

と
こ
ろ
で
銃
や
ナ
イ
フ
で
仕
留
め

て
捕
獲
す
る
。

　「
駆
除
隊
は
、
危
険
な
動
物
を

相
手
に
し
て
銃
や
ナ
イ
フ
な
ど
の

道
具
を
使
う
の
で
、
安
全
第
一
に

活
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
隊
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

は
必
要
不
可
欠
で
す
」
と
、
農
業

を
守
る
た
め
に
危
険
と
隣
り
合
わ

せ
の
任
務
に
向
か
う
。

　
狩
猟
の
魅
力
を
「
自
分
で
獲
物

を
捕
え
た
と
き
が
１
番
の
醍
醐
味
。

仲
間
同
士
で
集
ま
っ
て
成
果
を
た

た
え
合
い
、
交
流
を
深
め
る
の
も

楽
し
み
の
１
つ
」
と
語
る
。

　「
現
在
の
駆
除
隊
の
平
均
年
齢

は
約
70
歳
で
、
高
齢
化
に
頭
を
抱

え
て
い
ま
す
」
と
福
永
隊
長
。「
山

道
を
歩
き
回
れ
る
体
力
と
根
性
の

あ
る
若
手
の
皆
さ
ん
、
元
気
あ
ふ

れ
る
中
壮
年
の
方
に
、
狩
猟
を
通

し
て
自
分
た
ち
の
町
を
守
る
『
男

の
ロ
マ
ン
』
を
味
わ
っ
て
み
ま
せ

ん
か
」
と
、
山
の
世
界
に
誘
う
。

有
害
鳥
獣
か
ら
甲
佐
町
を
守
る

狩
猟
を
通
し
た
「
男
の
ロ
マ
ン
」


